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二
〇
二
五
年
三
月
二
四
日
、
政
府
は

陸
海
空
自
衛
隊
を
一
元
的
に
指
揮
す
る

常
設
組
織
「
統
合
作
戦
司
令
部
」
を
発

足
さ
せ
た
。
平
時
か
ら
陸
海
空
自
衛
隊

を
部
隊
レ
ベ
ル
で
統
合
運
用
し
、
有
事

に
備
え
る
の
だ
と
い
う
。「
今
回
の
統

合
作
戦
司
令
部
の
新
設
は
、
自
衛
隊
と

米
軍
の
指
揮
・
統
制
の
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
米
軍
は
、
自
衛
隊
と
米
軍

の
指
揮
・
統
制
の
向
上
の
一
環
と
し
て
、

在
日
米
軍
を
再
構
成
し
『
統
合
軍
司
令

部
』
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
」
と

報
道
さ
れ
た
。
米
軍
の
統
合
軍
司
令
部

が
日
本
の
自
衛
隊
と
米
軍
の
指
揮
統
制

を
担
う
と
い
う
こ
と
だ
。

「
台
湾
有
事
」
と
は
何
な
の
か

　

最
近
二
冊
の
本
を
読
ん
だ
。『
従
属

の
代
償　

日
米
軍
事
一
体
化
の
真
実
』

布
施
祐
仁
著
（
講
談
社
現
代
新
書
）、『
軍

拡
国
家
』望
月
衣
塑
子
著（
角
川
新
書
）。

布
施
氏
は
日
本
が
軍
事
的
に
米
国
の
一

部
、
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
に
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と
を
と
ら
え
、「
台
湾
有
事
」

は
あ
る
の
か
、
米
中
戦
争
の
危
険
性
は

あ
る
の
か
を
検
証
し
、
望
月
氏
は
、
与

那
国
、
石
垣
な
ど
沖
縄
南
西
諸
島
で

次
々
と
自
衛
隊
基
地
が
作
ら
れ
、
ミ
サ

イ
ル
が
装
備
さ
れ
て
い
く
現
状
を
、
島

民
た
ち
の
暮
ら
し
が
ど
う
な
っ
て
い
く

の
か
を
現
地
に
取
材
し
て
書
い
て
い

る
。二
人
の
著
書
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

　

メ
デ
ィ
ア
で
目
に
す
る
だ
け
で
な
く

周
辺
で
も
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
中

日
米
軍
事
一
体
化

自
衛
隊
は
米
軍
の
指
揮
下
で
戦
う
の
か

坂
元
良
江

〈
戦
後
八
〇
年
に
思
う—

①
〉
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国
の
脅
威
」「
台
湾
有
事
」
と
は
何
な

の
だ
ろ
う
か
と
常
々
考
え
る
。
中
国
は

台
湾
の
「
平
和
的
統
一
」
を
基
本
原

則
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
台
湾
が

米
国
の
支
援
を
得
て
「
独
立
」
し
よ

う
と
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
武
力
を

使
っ
て
阻
止
す
る
こ
と
は
あ
る
と
す
る

（
二
〇
二
二
年
中
国
共
産
党
大
会
習
近
平

総
書
記
）。
一
方
台
湾
は
現
在
「
独
立
」

を
目
指
し
て
お
ら
ず
、「
現
状
維
持
」

の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
台
湾
を
訪
問

し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
平
茂
紀
さ

ん
は
台
湾
の
人
た
ち
に
は「
台
湾
有
事
」

の
緊
迫
感
は
な
い
とfacebook

に
書

い
て
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
高
官
の
台
湾
訪
問
、
一
方

で
中
国
軍
の
台
湾
海
峡
で
の
軍
事
演
習

な
ど
米
中
が
け
ん
制
し
合
う
中
で
、
偶

発
的
な
衝
突
の
危
険
性
は
布
施
氏
も
警

戒
す
る
。
中
国
が
台
湾
に
侵
攻
し
た
場

合
、
米
国
が
台
湾
を
守
ら
な
い
と
い
う

選
択
肢
は
な
い
。
そ
れ
は
世
界
中
の
同

盟
国
か
ら
の
米
国
へ
の
信
頼
が
失
墜
す

る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　

日
米
両
国
政
府
は
軍
備
を
増
強
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
中
国
の
台
湾
進
攻
を
抑

止
し
、
戦
争
を
予
防
す
る
と
い
う
ス
タ

ン
ス
を
と
る
。
台
湾
と
の
距
離
が
わ
ず

か
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
与

那
国
島
に
二
〇
一
六
年
陸
上
自
衛
隊
与

那
国
駐
屯
地
が
開
設
さ
れ
、
沿
岸
監
視

隊
が
配
備
さ
れ
た
。
中
国
の
進
出
を
睨

ん
で
の
南
西
諸
島
の
防
衛
力
を
強
化
す

る
た
め
と
い
う
の
が
理
由
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
宮
古
、
石
垣
と
沖
縄
南
西
諸
島

に
は
自
衛
隊
の
基
地
が
開
設
さ
れ
、
戦

車
が
堂
々
と
走
り
、
ミ
サ
イ
ル
が
設
置

さ
れ
、
島
民
の
住
む
地
域
に
弾
薬
庫
が

作
ら
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
の
奄
美
大

島
、
沖
縄
本
島
、
南
西
諸
島
ま
で
「
南

西
の
壁
」
が
完
成
し
た
。
米
軍
の
指
揮

の
も
と
日
米
合
同
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

日
本
の
「
さ
ら
な
る
努
力
」
と
は

　
「
日
米
同
盟
」
が
重
視
さ
れ
る
一
方
、

日
本
と
中
国
の
関
係
は
別
に
考
え
る
こ

と
が
必
要
だ
。
台
湾
問
題
は
基
本
的
に

中
国
の
国
内
問
題
と
い
う
の
が
日
本
政

府
の
公
式
見
解
で
あ
る
こ
と
を
注
視
し

た
い
。
一
九
七
二
年
に
締
結
さ
れ
た
日

中
平
和
友
好
条
約
に
は「
相
互
不
可
侵
」

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

中
国
か
ら
日
本
へ
の
攻
撃
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
米
中
の
衝
突
が
起
こ
り
、
沖

縄
本
島
、
南
西
諸
島
な
ど
日
本
の
自
衛

隊
基
地
か
ら
米
軍
の
指
揮
の
も
と
、
中

国
へ
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
時
だ
。
ミ

サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
基
地
は
反
撃
を

受
け
る
。
弾
薬
庫
が
攻
撃
さ
れ
る
。
沖

縄
南
西
諸
島
が
最
先
端
の
戦
場
と
な
る
。

こ
れ
を
想
定
し
て
避
難
、
疎
開
の
計
画

も
立
て
ら
れ
て
い
る
。
疎
開
を
さ
せ
ら

れ
る
島
民
は
恐
怖
を
感
じ
て
暮
ら
し
て

い
る
。
疎
開
民
の
引
き
受
け
地
と
さ
れ

た
九
州
、山
口
の
各
県
は
、計
画
は
「
机

上
の
空
論
」
と
の
戸
惑
い
の
声
を
上
げ

て
い
る
（
三
月
二
八
日
朝
日
新
聞
）。

　

今
年
一
月
に
は
中
谷
防
衛
相
は
与
那

国
島
に
糸
数
町
長
を
訪
ね
「
万
が
一
の

事
態
で
住
民
を
安
全
な
地
域
に
誘
導
す

る
の
は
国
の
責
任
」
と
語
っ
た
。
防
衛

相
が
疎
開
の
念
押
し
に
行
っ
た
の
だ
。

三
月
三
〇
日
に
は
防
衛
相
は
米
国
の
へ

グ
セ
ス
国
務
長
官
と
会
談
し
た
。
長
官

は
、
中
国
へ
の
強
い
警
戒
と
対
抗
の
姿

勢
を
鮮
明
に
し
、
日
本
に
「
さ
ら
な
る

努
力
」
を
促
す
方
針
も
示
し
た
と
の
こ

と
だ
。「
さ
ら
な
る
努
力
」
と
は
、
さ

ら
に
軍
事
費
を
増
強
し
、
米
国
の
戦
闘

機
を
買
い
、
米
軍
の
指
揮
下
で
戦
う
自

衛
隊
を
増
強
し
、
戦
争
の
準
備
を
し
ろ

と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

（
二
〇
二
五
年
四
月
五
日
）

台湾

与那国島

宮古島

石垣島
西表島
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急
加
速
す
る
宮
古
島
の
軍
事
化

　

—

あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
、

　

私
た
ち
の
島
の
戦
争
準
備
？—

清
水
早
子*

　

宮
古
島
に
陸
上
自
衛
隊
が
新
設
さ
れ

た
の
は
二
〇
一
九
年
。
ミ
サ
イ
ル
部
隊

が
上
野
千
代
田
に
配
備
、
ミ
サ
イ
ル
の

弾
薬
が
平
良
港
下
崎
ふ
頭
で
反
対
す
る

住
民
の
抵
抗
を
排
除
し
て
搬
入
さ
れ
た

の
が
二
〇
二
一
年
。
軍
事
車
両
も
、
戦

闘
指
揮
車
や
レ
ー
ダ
ー
車
、
電
源
車
、

戦
車
の
よ
う
な
車
両
な
ど
三
〇
〇
台
以

上
ギ
ッ
シ
リ
と
整
列
し
て
お
り
、
航
空

自
衛
隊
通
信
基
地
の
野
原
岳
に
は
様
々

な
レ
ー
ダ
ー
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
３(

パ
ト
リ

オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル)

が
鎮
座
し
て
い
る

姿
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？　

見
れ
ば
「
あ
あ
、
宮
古
島
は
基

地
の
島
に
な
っ
て
い
る
」
と
実
感
し
ま

す
。
こ
こ
に
記
す
情
報
を
ど
う
か
冷
静

に
最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

仮
に
今
、
宮
古
に
不
測
の
事
態
が
起

こ
れ
ば
い
つ
で
も
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し

戦
闘
を
始
め
ら
れ
る
軍
備
は
整
っ
て
い

ま
す
。
隊
員
は
七
〇
〇
人
と
も
八
〇
〇

人
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
宿
舎
が
平
良

市
内
に
も
保
良
に
も
増
設
さ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
も
っ
と
増
え
て
行
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
隊
員
は
島
中
に
分
散
し
て

住
ん
で
い
ま
す
。
迷
彩
色
の
戦
闘
服
姿

を
街
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

軍
用
車
両
が
一
般
道
路
を
走
る
の
も
頻

繁
に
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

千
代
田
の
基
地
内
や
保
良
の
訓
練
場

で
は
様
々
な
軍
事
訓
練
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
基
地
周
辺
で
ド
ロ
ー
ン
が
飛
ん

で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン

は
今
や
戦
場
で
は
無
人
兵
器
で
す
。

　

防
衛
省
は
隊
員
二
五
万
人
か
ら
採
血

し
、
独
自
に
輸
血
用
の
血
液
製
剤
を
作

り
、
冷
凍
保
存
し
、
戦
場
で
負
傷
し
た

米
軍
と
も
共
用
す
る
計
画
で
す
（
産
経

新
聞
二
〇
二
四
年
二
月
二
一
日
、
東
京
新
聞

二
四
年
三
月
四
日
）。
ま
た
、
サ
ン
ゴ
礁

の
島
に
陣
地
を
作
る
の
で
琉
球
石
灰
岩

の
掘
削
方
法
を
検
討
す
る
た
め
に
、
破

砕
実
験
を
実
施
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

ま
し
た
（
琉
球
新
報
二
三
年
六
月
二
八
日
）。

　

二
三
年
の
自
衛
隊
と
米
軍
の
大
規
模

な
訓
練
で
は
、
離
島
で
の
戦
闘
に
よ
る

隊
員
の
負
傷
者
が
出
た
こ
と
を
想
定
し

て
、
い
っ
た
ん
那
覇
の
自
衛
隊
病
院
へ

集
め
て
か
ら
県
外
の
病
院
に
搬
送
す

る
訓
練
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

二
三
年
一
〇
月
三
一
日
）。
こ
れ
ら
は
ど

う
考
え
て
も
、
沖
縄
よ
り
南
の
、
宮
古
、

石
垣
、
与
那
国
な
ど
陸
自
の
新
基
地
が

作
ら
れ
た
島
々
が
戦
場
に
な
る
こ
と
を

想
定
し
た
訓
練
で
す
。

　

宮
古
に
は
、
基
地
の
外
に
も
Ｇ
Ｐ
Ｓ 

衛
星
の
管
制
レ
ー
ダ
ー
や
、
最
近
民
間

の
レ
ー
ダ
ー
群
が
東
部
の
上
区
地
区
の

畑
の
真
ん
中
に
作
ら
れ
た
り
、
通
信
領

域
の
強
化
が
顕
著
で
す
。
野
原
の
レ
ー

ダ
ー
も
新
し
く
換
装
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　

先
日
二
月
二
六
日
に
は
「
電
子
戦
部

隊
」
の
車
両
が
、
住
民
の
反
対
を
押
し

切
り
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
防
衛
省
の
新

し
い
軍
事
戦
略
は
、「
電
子
戦
」「
サ
イ

バ
ー
戦
」「
宇
宙
軍
」
の
三
本
柱
で
す
。

航
空
自
衛
隊
は
数
年
後
に
は
「
宇
宙
航

空
自
衛
隊
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

宮
古
に
は
、
海
上
保
安
庁
の
拠
点
港
も

伊
良
部
に
あ
り
、
陸
海
空
勢
揃
い
の
軍

事
要
塞
の
様
相
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
軍
備
、
武
器
兵

器
が
私
た
ち
住
民
の
生
活—

地
下
水

や
作
物
、
家
畜
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
、
全
く
説
明
を
防
衛
省
か

ら
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
レ
ー
ダ
ー
や
電

子
戦
車
両
か
ら
出
る
電
磁
波
は
ど
う

か
？ 

通
信
障
害
や
健
康
被
害
は
起
こ

ら
な
い
の
か
？ 

と
気
が
か
り
で
す
。

　

三
月
二
四
日
に
は
宮
古
の
電
子
戦
部

隊
が
発
足
し
ま
す
。
拡
張
し
な
い
と

の
回
答
だ
っ
た
（
二
〇
一
六
年
）
の
に
、

県
道
沿
い
に
施
設
が
建
設
さ
れ
拡
張
さ

れ
ま
す
。

　

一
方
で
、 

有
事
の
際
の
九
州
各
県
へ

の
避
難
計
画
が
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。「
特
定
利
用
空
港
・
港
湾
」
の

指
定
に
合
意
す
れ
ば
、
平
良
港
に
軍
艦

が
入
る
こ
と
に
な
り
、
港
が
軍
民
共
用

と
な
り
、
避
難
の
際
の
障
害
に
な
り
、

整
合
性
が
と
れ
ま
せ
ん
。

　

急
加
速
す
る
島
の
軍
事
化
に
つ
い

て
、
国
も
自
治
体
も
住
民
へ
の
も
っ
と

詳
し
い
説
明
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

＊
ミ
サ
イ
ル
基
地
い
ら
な
い
宮
古
島
住
民

連
絡
会

迷
彩
色
の
戦
闘
服
姿
で
自
衛
隊
員
が
街
を
歩
く

　
　
　
　
軍
事
基
地
化
す
る
宮
古
島
の
現
在
を
伝
え
る
清
水
早
子
さ
ん
の
記
事
を		

　
　
　
　
紹
介
し
ま
す
。（
宮
古
新
報
三
月
二
六
日
投
稿
欄
原
文
）
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「
戦
後
〇
〇
年
」と
言
わ
れ
る「
戦
争
」

は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
」（
一
九
四
一

年
一
二
月
八
日
〜
）
を
念
頭
に
、
敗
戦

の
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
か
ら
数
え

て
○
○
年
と
多
く
の
人
に
理
解
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
「
先
の
大
戦
」
と

い
う
言
葉
で
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

厳
密
に
は
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日

〜
の
一
五
年
戦
争
（
満
州
事
変
～
）、

一
九
三
七
年
七
月
七
日
～
の
日
中
戦

争
（
盧
溝
橋
事
件
～
）
も
、
さ
ら
に

一
九
四
五
年
八
月
九
日
〜
一
九
四
五
年

九
月
二
日
の
日
ソ
戦
争
も
含
ま
れ
る
。

　
「
戦
争
で
三
一
〇
万
人
が
死
亡
し
た
」

と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
に
つ
い
て
で
あ
り
、
他
の
戦
争

で
の
死
者
数
を
加
え
る
と
さ
ら
に
多

い
。ま
た
死
亡
以
外
の
悲
惨
な
実
態（
遺

族
も
含
む
）
や
戦
後
の
苦
し
い
生
活
も

長
ら
く
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
よ
う

や
く
近
年
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

原
爆
被
害
者
も
語
り
続
け
、「
被
団
協
」

が
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た
。

そ
の
田
中
代
表
が
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
」
と
の
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
「
日
本

政
府
は
原
爆
の
死
者
に
対
す
る
償
い
を

し
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
に
も
多

く
の
人
が
共
感
し
た
。

　

昨
年
一
二
月
三
日
に
「〝
残
さ
れ
た

戦
後
処
理
〟
の
立
法
解
決
を
訴
え
る
集

い
」
が
議
員
会
館
で
あ
り
、
私
も
参
加

し
た
。
今
迄
私
は
個
々
の
団
体
の
活
動

を
追
っ
て
き
た
が
、
今
回
次
の
四
団
体

が
は
じ
め
て
合
同
で
集
会
を
開
い
た
。

国
会
議
員
も
何
人
か
超
党
派
で
支
援
し

て
い
る
。

①　

全
国
空
襲
被
害
者
連
絡
協
議
会

②　

�

民
間
戦
争
被
害
の
補
償
を
実
現
す

る
沖
縄
県
民
の
会

③　

�

韓
国
・
朝
鮮
元
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
者「
同

進
会
」
＆
「
同
進
会
」
を
応
援
す

る
会

④　

�

シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
支
援
・
記
録
セ

ン
タ
ー

　

四
団
体
の
活
動
内
容
と
、
一
二
月
三

日
の
共
同
ア
ピ
ー
ル
を
五
、六
ペ
ー
ジ

に
紹
介
す
る
（
主
催
者
の
了
解
済
）。

　

総
論
と
し
て
戦
争
に
反
対
す
る
だ
け

で
な
く
、
戦
争
の
実
態
、
被
害
の
実
態

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
、
と
も

に
行
動
し
た
い
。

（
二
〇
二
五
年
四
月
七
日
）                                     

【「先の大戦」とは】

① 1931.9.18. 〜 ''15 年戦争 ''（満州事変〜）

② 1937.7.7. 〜 '' 日中戦争 ''、（盧溝橋事件〜）

③ 1941.12.8. 〜 '' アジア太平洋戦争 ''

④ 1945.8.9. 〜 9.2. '' 日ソ戦争 ''

（
補
足
）
四
団
体
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、
①

～
③
に
つ
い
て
は
多
く
の
書
籍
が
あ
る

（
た
だ
し
③
の
う
ち
台
湾
に
つ
い
て
は
少

な
い
）。
台
湾
に
つ
い
て
は
駒
込
武
編『
台

湾
と
沖
縄　

帝
国
の
狭
間
か
ら
の
問
い
』

（
み
す
ず
書
房
）、
④
に
つ
い
て
は
麻
田
雅

文
著
『
日
ソ
戦
争
』（
中
公
新
書
）
が
大

い
に
参
考
に
な
っ
た
。

〝
残
さ
れ
た
戦
後
処
理
〟
の
立
法
解
決
を

訴
え
る

伊
東
　
輝

〈
戦
後
八
〇
年
に
思
う—

②
〉



5

＜ 4団体アピール＞

外国籍元ＢＣ級戦犯者とは、第二次大戦中に捕

獲した連合国捕虜の監視のため、朝鮮・台湾か

ら動員された青年たちが、戦後に捕虜虐待の責

任を負わされ、軍事裁判で裁かれ、44 人が死刑、

277 人が有期刑に処されました。1957 年まで最

長 11 年以上、刑務所で罪を償い、釈放されま

した。

　その後、帰国もできず、生活苦と闘いながら

暮らしてきましたが、他方、日本人の元戦犯に

は援護措置が取られ、軍人年金が支給されまし

た。明らかな差別を指摘し、裁判に訴えました

が、裁判所は立法を促し、国会に解決を託しま

した。

　判決から 25 年、2008 年には法案が上程され

たものの、廃案になりましたが、2016 年以降、

改めて「特定連合国裁判被拘禁者特別給付金支

給法案」が超党派で準備され、制定が期待され

ています。対象は 321 人の遺族です。

シベリア抑留被害とは、第二次大戦後に、中国

東北部（満洲）・北朝鮮にいた日本軍兵士ら約

60 万人がソ連領に抑留され、飢えと寒さと苛酷

な労働で 1 割の 6 万人以上が亡くなった大規模

拉致事件です。

　現地で亡くなった方の遺族には遺族年金が支

給されましたが、帰国できた人には、わずかな

帰還手当が支給されただけで、3 〜 11 年の労働

の賃金も払われませんでした。帰国後も「シベ

リア帰り」は差別を受けてきました。

　2010 年にようやく「シベリア特措法」が制定

され、当時生存していた 6 万 9 千人に総額 192

億円 ( 一人平均 28 万円 ) が支給されましたが、

植民地だった韓国・朝鮮、台湾出身の方は除か

れました。日本人同様、あるいはそれ以上に苦

労された方々への立法措置を求めています。遺

骨の 2/3（約 4 万柱）も現地に残されたままで、

実態解明も遅れています。特措法の改正・強化、

ロシアへの強い要求も必要です。

民間空襲被害とは、第二次世界大戦での空襲被

害者です。

　主要国政政党の議員は超党派空襲議連を結成

して、生存している障がい者でケロイドの障が

い者や PTSD、心的外傷障害を負った者を含め

た方々への 50 万円の給付や国による空襲被害

等の実態調査と追悼の意を表する施設を国が設

置を内容とする「要綱案」をまとめています。

　このたび、超党派空襲議連は「要綱案」を「法

案の条文案」にした「たたき台」を示しました。

全国空襲連は、「条文案」をより良い内容にす

るために超党派議連との率直な意見交換をする

とともに、国会内の全政党と全議員に法案成立

への働きかけを粘り強く進めて行きたいと思っ

ています。

沖縄・南洋戦被害とは、第二次世界大戦末期の

沖縄・南洋・フィリピンにおける地獄の地上戦

の民間人被害です。

　沖縄戦では県民60万人中15万人が戦死し(戦

死率 25％ )、5 万人を超える負傷者が出ました。

南洋戦では 2 万 5000 人が戦死し多数の負傷者

が出ました (戦死率 33％ )。

　被害者は、国賠訴訟を提起して戦いました。

裁判所は、初めて民間人被害の戦争 PTSD を認

定するなどし、日本軍の不法行為事実を認めな

がら国家無答責論や受忍論により請求を棄却し

ました。

　現在全国空襲連と共に「救済法」制定運動を

行っていますが、超党派空襲議連が示した「法

案の条文案」は、南洋戦・フィリピン戦被害が

救済対象外とされているうえ沖縄戦の救済対象

も狭くなっており極めて不充分です。真の救済

に向けて運動を強化していく決意です。

民間戦争被害の補償を実現する沖縄県民の会

シベリア抑留者支援・記録センター
韓国・朝鮮元BC級戦犯者「同進会」&「同進会」
を応援する会

全国空襲被害者連絡協議会
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＜ 12/3 共同アピール＞

「戦後 80年」までに残された戦後処理問題の立法解決を訴えます

　5 日後に、アジア太平洋戦争の開戦から 83 年を迎えます。「戦後 80 年」まであと 8 ヶ月です。

長く解決を求め続けてきた残された戦後処理問題に政府と国会が協力して真剣に取り組み、すみや

かに解決を実現するよう要請します。

　3 年近く続くウクライナへのロシアの軍事攻撃と侵攻、昨年 10 月からのイスラエルによるガザ

への無差別攻撃、破壊と殺戮が一向に停止されないことを私たちは大変残念に思い、日々増え続け

る犠牲者を悼み、政府には早期停戦と被害者救済のため最大限の外交的努力を重ねて要請します。

　一方国内では、防衛費が急増し、米国だけでなくオーストラリアや NATO 諸国との軍事協力も

強化されてきました。「脅威」や「有事」を強調し、戦争の準備には巨額の税金を投入しながら、

かつての戦争の後始末には目をつぶり、「戦後処理は終わった」との勝手な主張で被害を受けた国

民や元日本国民（旧植民地出身者）を切り捨て続ける国の姿勢には深い疑問と失望を禁じえません。

明らかな差別と深刻な不条理が放置されています。

　広島・長崎に投下された原爆被害だけでなく、全国各地で米軍による空襲の犠牲となった民間人

被害者の問題、空襲だけでなく地上戦や艦砲射撃の犠牲になった南洋諸島や沖縄の民間人被害者の

問題、台湾や朝鮮半島から動員された外国籍の元 BC 級戦犯者の問題、戦後ソ連に抑留されて命を

奪われ、強制労働をさせられた外国籍抑留被害者の問題などの立法解決を私たちは繰り返し訴え、

求めてきました。すでに立法解決案が準備され、法案提出が期待されているものもあります。

　法律を制定して、日本社会が公式に歴史的な人権問題・人道問題を認知し、その救済に取り組み、

教訓と記録を残し、継承することは、平和な未来に向けた国家の責務です。

　とりわけ、空爆による犠牲や捕虜・人質の犠牲は、現在ウクライナでもガザでも続いている深刻

な人道問題です。83 年前に始まり 79 年前に終わった戦争に関わるこれらの問題への対応は、現在

生きている人道問題にも深く関わり、戦争が生んだ不条理や差別をただし、犠牲者に敬意を払い、

犠牲を無駄にしない誓いをこめて立法による解決を実現することは切迫した問題です。

　「戦後80年」を前に、未解決の課題をこれ以上放置すべきではありません。新しく始まった国会で、

これらの問題について真剣に議論し、被害者の声に耳を傾けて、解決に向けた努力を集中的に行っ

ていただけるよう強く訴えます。広く世論を喚起し、関心を寄せていただけるようメディアにも訴

えます。

2024 年 12 月 3日

全国空襲被害者連絡協議会

民間戦争被害の補償を実現する沖縄県民の会

韓国・朝鮮元 BC級戦犯者「同進会」&「同進会」を応援する会

シベリア抑留者支援・記録センター
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私
た
ち
の
社
会
は
敗
戦
後
の
憲
法
施

行
に
よ
り
、
戦
時
・
戦
前
と
は
き
っ
ぱ

り
と
手
を
切
り
民
主
主
義
社
会
を
め
ざ

し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
達
成
さ

れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
あ
の
時
代
に

向
か
っ
て
い
ま
猛
烈
な
速
度
で
走
っ
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
明
治
憲
法

時
代
の
思
想
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
継

い
で
い
る
が
、
そ
の
一
つ
が
司
法
で
あ

る
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
漠
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
へ
、
今
年
は
治
安
維
持
法
制
定
か

ら
一
〇
〇
年
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

治
安
維
持
法
が
制
定
さ
れ
る
前
史
か
ら

戦
後
の
廃
止
ま
で
の
全
期
間
に
つ
い
て

主
に
判
例
を
中
心
に
丁
寧
に
た
ど
っ
た

荻
野
富
士
夫
氏
の
『
検
証　

治
安
維
持

法　

な
ぜ
「
法
の
暴
力
」
が
蔓
延
し
た

の
か
』（
平
凡
社
）
を
読
ん
だ
。
戦
慄

す
べ
き
内
容
だ
。「
法
の
暴
力
」
と
あ

る
が
、
法
律
そ
の
も
の
の
想
像
を
絶
す

る
暴
力
に
加
え
て
、
そ
れ
が
「
暴
力
」

に
な
り
え
た
の
は
、
法
を
運
用
す
る

人
々
（
特
高
警
察
、
思
想
検
事
、
思
想

判
事
ら
）の
強
い
信
念
に
基
づ
い
た「
働

き
」
が
あ
り
、
実
態
を
ほ
と
ん
ど
知
ら

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は
知
っ
た

と
し
て
も
天
皇
絶
対
の
「
信
仰
」
に
染

め
上
げ
ら
れ
て
い
た
多
く
の
国
民
の
支

持
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

思
想
検
事
と
は
治
安
維
持
法
専
門
の

検
察
官
で
あ
り
、
思
想
判
事
と
は
彼
ら

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
「
法
」
を
使
っ
て

暗
黒
時
代
を
作
り
上
げ
た
人
々
だ
。
問

題
は
、
彼
ら
は
憲
法
の
施
行
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ひ
そ
か
に
で
は
な
く
、
大
っ

ぴ
ら
に
戦
後
を
生
き
、
戦
後
も
指
導
的

な
地
位
に
あ
り
続
け
た
こ
と
で
あ
る
。

現
在
は
な
お
そ
の
影
響
下
に
あ
る
。
例

え
ば
、
思
想
検
事
と
し
て
人
民
戦
線
事

件
や
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
担
当
し
た
井
本
台

吉
は
、
戦
後
数
年
の
公
職
追
放
を
経
て

検
察
官
に
復
帰
し
、
最
後
は
検
事
総
長

（
一
九
六
七
年
一
一
月
～
一
九
七
〇
年
三

月
）
に
上
り
詰
め
、
勲
一
等
瑞
宝
章
を

受
け
た
。
因
み
に
追
放
さ
れ
た
判
事
は

い
な
い
。

　

治
安
維
持
法
事
件
は
、
思
想
検
事
の

主
導
で
事
件
処
理
か
ら
判
決
ま
で
が
行

わ
れ
た
。
思
想
判
事
は
、
思
想
検
事
の

意
向
を
受
け
て
そ
の
言
い
分
を
そ
の
ま

ま
に
し
た
判
決
を
下
し
て
い
る
。「
証

拠
」
は
拷
問
に
よ
る
「
供
述
書
」
が
中

心
で
あ
り
、
狙
わ
れ
た
人
は
思
想
検
事

の
思
う
ま
ま
に
有
罪
と
さ
れ
た
。

　

裁
判
官
の
独
立
は
戦
後
の
こ
と
で
、

戦
前
の
検
事
は
裁
判
所
の
一
部
局
で

あ
っ
た
が
思
想
事
件
で
は
裁
判
官
よ
り

優
位
に
立
っ
て
い
た
。「
国
体
」
を
奉

じ
る
司
法
に
は
、
罪
刑
法
定
主
義
な
ど

ど
こ
吹
く
風
で
あ
っ
た
。
そ
の
前
に
被

告
人
の
人
権
な
ど
は
あ
り
え
な
い
。

　

戦
前
の
刑
事
法
を
主
導
し
た
刑
事
法

学
者
小
野
清
一
郎
は
、
天
皇
主
義
国
家

を
「
道
義
」
の
顕
現
＝
権
化
と
す
る
信

仰
告
白
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
表
明
し

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
「
国
体
」
の
実

現
が
法
の
基
本
原
理
と
い
う
。
小
野
は

そ
の
弟
子
ら
の
刑
事
法
学
者
を
通
じ
て

戦
後
刑
事
法
の
形
成
に
も
深
く
関
わ
っ

た
。

　

小
野
の
一
番
弟
子
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
刑
法
学
者
団
藤
重
光
は
私
に
と
っ

て
信
用
で
き
る
数
少
な
い
東
大
法
学
部

教
授
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
小
野

に
つ
い
て
知
っ
た
こ
と
は
シ
ョ
ッ
ク
で

あ
っ
た
。
小
野
の
思
想
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
恥
じ
た
。

　

治
安
維
持
法
の
刑
事
手
続
き
で
は
自

白
の
強
要
は
必
須
で
あ
り
、
証
拠
は
警

察
官
や
検
事
が
欲
し
い
も
の
を
作
り
上

げ
る
。
被
告
人
の
弁
明
な
ど
聞
く
必
要

が
あ
る
は
ず
も
な
い
。

　

戦
前
の
刑
事
法
体
制
は
そ
こ
に
従
事

す
る
人
間
と
共
に
戦
後
の
刑
事
法
に
な

だ
れ
込
ん
だ
。
袴
田
事
件
が
そ
の
典
型

例
だ
。
事
件
は
、
戦
前
と
切
れ
る
こ
と

な
い
刑
事
思
想
の
下
で
そ
れ
を
体
現
し

て
い
た
捜
査
官
、
裁
判
官
の
手
に
よ
っ

て
捏
造
さ
れ
た
。
袴
田
事
件
を
振
り
返

る
こ
と
は
戦
後
の
刑
事
手
続
き
の
総
点

検
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
国
体
」

思
想
の
実
現
に
寄
与
し
て
き
た
こ
の
国

の
司
法
が
民
事
事
件
で
も
非
民
主
的
で

あ
り
続
け
、
安
保
法
制
違
憲
訴
訟
の
大

部
分
が
敗
訴
に
終
わ
っ
た
の
は
、
む
べ

治
安
維
持
法
制
定
か
ら
一
〇
〇
年

角
田
由
紀
子

〈
戦
後
八
〇
年
に
思
う—

③
〉
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な
る
か
な
と
い
う
べ
き
か
。
司
法
に
は

憲
法
が
主
導
す
る
戦
後
は
来
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

（
二
〇
二
五
年
三
月
二
〇
日
）

＊
ぬ
ま
づ
憲
法
九
条
の
会　

機
関
誌

二
三
〇
号 

二
〇
二
五
年
四
月
一
日
発

行
よ
り
許
可
を
得
て
転
載

治安維持法交付時の閣議書 1925（大正 14）年 4月 21日交付
国立公文書館デジタルアーカイブより

　

新
宿
歌
舞
伎
町
を
中
心
に
若
い
女
性

を
性
暴
力
・
性
搾
取
か
ら
防
御
す
る
活

動
を
展
開
し
て
き
た
一
般
社
団
法
人
Ｃ

ｏ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
コ
ラ
ボ
）
が
激
し
い
嫌

が
ら
せ
と
活
動
妨
害
を
受
け
続
け
て
い

る
こ
と
は
、
本
紙
で
も
代
表
の
仁
藤
夢

乃
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
やFace-

book

の
紹
介
記
事
な
ど
で
何
度
か
お

伝
え
し
て
き
た
。

　

コ
ラ
ボ
へ
の
攻
撃
は
、
団
体
お
よ
び

仁
藤
さ
ん
に
対
し
て
公
金
の
不
正
使
用

が
あ
る
な
ど
と
し
て
提
訴
を
重
ね
る
な

ど
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
コ

ラ
ボ
は
敢
然
と
受
け
て
立
つ
だ
け
で
な

く
、攻
撃
側
の
中
心
に
い
る
「
暇
空
茜
」

と
称
す
る
人
物
を
名
誉
毀
損
等
で
提
訴

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
で
コ
ラ
ボ

は
勝
訴
を
重
ね
て
お
り
、「
暇
空
」
は

損
害
賠
償
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
敗
訴
し
た
「
暇
空
」
側
は

裁
判
所
の
判
決
を
無
視
し
無
効
に
す
る

よ
う
な
行
動
を
路
上
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

も
続
け
て
い
る
。
加
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
仕

組
み
を
利
用
し
、
コ
ラ
ボ
攻
撃
を
支
持

し
喝
采
す
る
輩—

ほ
と
ん
ど
は
男
性
と

思
わ
れ
る—

か
ら
の
「
裁
判
支
援
」
寄

付
を
集
め
、
そ
の
額
は
２
億
円
を
超
え

る
と
い
う
。

　

コ
ラ
ボ
攻
撃
は
、
貧
困
や
虐
待
、
家

庭
崩
壊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
居
場

所
を
失
い
、
繁
華
街
に
さ
ま
よ
っ
て
く

る
若
年
女
性
た
ち
の
生
と
性
へ
の
攻
撃

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
法
も
倫
理
も
嘲
笑

い
、
弱
者
を
押
し
つ
ぶ
す
男
た
ち
の
こ

の
よ
う
な
行
為
の
実
態
を
マ
ス
コ
ミ
は

ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
な
い
。

　

こ
れ
は
若
い
女
性
を
め
ぐ
る
性
風
俗

の
問
題
な
ど
で
は
な
く
、
女
性
を
性
の

道
具
と
し
売
買
す
る
こ
と
に
何
の
た
め

ら
い
も
恥
も
持
た
な
い
男
た
ち
と
、
そ

れ
を
放
置
す
る
社
会
・
文
化
の
問
題
だ
。

コ
ラ
ボ
攻
撃
は
、
こ
の
社
会
が
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
ほ
ど
歪
み
、
変
質
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

少
し
長
く
な
る
が
、
今
コ
ラ
ボ
を

巡
っ
て
何
が
起
き
て
い
る
か
を
伝
え
る

仁
藤
夢
乃
さ
ん
のFacebook

の
記
事

を
次
に
紹
介
す
る
。

https://w
w

w
.facebook.com

/
yum

enyan

仁
藤 

夢
乃

４
月
19
日 

「
暇
空
茜
こ
と
水
原
清
晃
に
対
す
る
賠

償
命
令
・
刑
事
事
件
に
お
け
る
起
訴
に

関
し
て
」

　

暇
空
敗
訴
と
い
う
こ
と
で
当
然
の
結

果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
活
動

に
会
計
不
正
な
ど
が
な
い
こ
と
、
暇
空

茜
に
よ
る
発
信
が
事
実
を
歪
曲
し
て
行

わ
れ
た
デ
マ
で
あ
る
こ
と
が
地
裁
に
引

き
続
き
高
裁
で
も
認
定
さ
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
。

　

加
害
者
に
２
２
０
万
円
の
賠
償
が
命

じ
ら
れ
た
の
は
、
名
誉
棄
損
訴
訟
と
し

て
は
高
額
と
の
こ
と
で
す
が
、
暇
空
茜

はColabo 

と
た
た
か
う
名
目
で
２
億

円
以
上
の
カ
ン
パ
を
集
め
た
と
公
言
し

て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
こ
の
程
度
の
賠

償
は
な
ん
の
痛
手
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

暇
空
茜
は
そ
れ
以
外
に
も
、You-

Tube 

や X 

で
の
発
信
、note 

で
の

投
稿
、
私
た
ち
が
裁
判
で
出
し
た
書
面

の
販
売
等
で
多
額
の
収
益
を
得
て
い
ま

Colabo 攻撃で
何が起きているか

三井富美代
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す
。
暇
空
茜
が
流
し
た
デ
マ
や
誹
謗
中

傷
は
本
件
以
外
に
も
無
数
に
あ
り
、
今

も
、
ネ
ッ
ト
で Colabo 

と
検
索
す
る

と
そ
れ
ら
の
動
画
が
大
量
に
出
て
く
る

状
況
で
、
合
計
す
る
と
数
百
万
回
と
い

う
再
生
回
数
に
な
り
ま
す
。

　

Colabo 

を
攻
撃
す
る
と
注
目
さ

れ
、
儲
か
る
こ
と
を
暇
空
の
手
口
か
ら

学
ん
だ
別
の
加
害
者
た
ち
が
模
倣
し
て

誹
謗
中
傷
動
画
を
作
り
、
カ
ン
パ
を
数

百
万
～
数
千
万
円
集
め
る
こ
と
も
繰
り

返
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
被
害
回
復

に
は
到
底
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

暇
空
茜
は
、
刑
事
事
件
で
起
訴
さ
れ

て
も
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
を
利
用
し
て

さ
ら
な
る
金
儲
け
を
し
て
い
て
、
カ
ン

パ
は
起
訴
後
、
５
０
０
万
円
以
上
増
え

た
と
の
こ
と
で
す
。
民
事
裁
判
で
敗
訴

し
賠
償
が
命
じ
ら
れ
た
り
、
刑
事
事
件

の
被
告
と
な
っ
て
も
、
そ
れ
す
ら
も
金

儲
け
の
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
差
別

や
デ
マ
を
生
み
出
し
、
加
害
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
儲
か
る
状
況
が
あ
り
、
ミ
ソ
ジ

ニ
ー
の
収
益
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
判

決
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

デ
マ
や
誹
謗
中
傷
の
違
法
行
為
に

よ
っ
て
得
た
利
益
を
回
収
し
、
被
害
者

に
対
す
る
賠
償
額
に
上
乗
せ
す
る
な

ど
、
加
害
者
が
利
益
を
得
ら
れ
な
い
よ

う
な
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
加
害
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
デ
マ

や
差
別
、
ミ
ソ
ジ
ニ
ー
の
収
益
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
議
論
や
法
整
備
が
必
要

で
す
。

　

加
害
者
が
デ
マ
や
誹
謗
中
傷
で
儲
け

た
り
、
そ
れ
を
も
と
に
都
知
事
選
に

出
馬
し
て
10
万
票
の
支
持
を
あ
つ
め

る
な
ど
し
て
い
る
一
方
で
、Colabo 

は
、
暇
空
茜
か
ら
デ
マ
を
拡
散
さ
れ
て

か
ら
約
３
年
間
、
根
拠
な
き
デ
マ
や

誹
謗
中
傷
を
受
け
続
け
て
き
ま
し
た
。

２
２
０
万
円
と
い
う
賠
償
額
は
被
害
に

見
合
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

妨
害
に
よ
り
、
行
政
が
支
援
を
控
え

た
り
、「
こ
れ
だ
け
騒
が
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
何
か
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
わ

れ
て
し
ま
い
、
寄
付
が
減
っ
た
り
し
ま

し
た
。
失
っ
た
金
額
は
年
間
で
５
千
万

円
を
越
え
て
お
り
、
デ
マ
拡
散
か
ら

３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Colabo 

を
支
援
す
る
企
業
等
へ
の
嫌

が
ら
せ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
寄
付
を
控

え
る
な
ど
し
て
支
援
を
得
ら
れ
に
く
い

状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
暇
空
茜
は
、Colabo 

を
支

持
す
る
人
た
ち
を
次
々
と
訴
え
て
、
周

囲
か
ら
孤
立
さ
せ
た
り
関
係
者
を
疲
弊

さ
せ
よ
う
と
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
が Colabo 

の
受
け
た
被
害

を
報
じ
よ
う
と
し
た
際
に
そ
れ
が
妨
害

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、Colabo 

に
関

わ
る
と
面
倒
な
こ
と
に
な
る
と
、
行
政

も
メ
デ
ィ
ア
も
萎
縮
し
て
、
妨
害
が
過

激
化
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

デ
マ
に
影
響
さ
れ
た
者
た
ち
に
よ
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
自
宅
や
個
人
情
報
、
シ
ェ

ル
タ
ー
の
場
所
の
特
定
や
拡
散
を
さ
れ

た
り
、
私
が
街
を
歩
く
と
複
数
の
男
た

ち
に
囲
ま
れ
て
撮
影
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
事
務
所
前
に
張
り
込
ま
れ

る
、
後
を
つ
け
ら
れ
る
、
活
動
場
所
へ

の
突
撃
や
生
配
信
等
の
嫌
が
ら
せ
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

シ
ェ
ル
タ
ー
の
移
転
や
活
動
の
縮
小
な

ど
、
事
業
へ
の
深
刻
な
影
響
が
今
も
続

い
て
お
り
、
私
も
含
め
、
ス
タ
ッ
フ
や

少
女
た
ち
は
今
も
、
日
々
の
生
活
で
も

身
の
危
険
や
恐
怖
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

殺
害
予
告
や
レ
イ
プ
予
告
は
毎
日
の

よ
う
に
あ
り
、
嫌
が
ら
せ
メ
ー
ル
も
一

日
数
万
件
来
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
暇
空

茜
の
投
稿
を
き
っ
か
け
に
、Colabo 

が
活
動
（
10
代
女
性
向
け
に
夜
の
新
宿

で
開
催
し
て
い
る
無
料
カ
フ
ェ
）
で
使

用
し
て
い
る
ピ
ン
ク
バ
ス
の
車
体
が
切

り
付
け
ら
れ
る
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

事
務
所
に
買
っ
て
い
な
い
も
の
が
大
量

に
届
い
た
り
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
が
一

枚
だ
け
送
ら
れ
て
く
る
と
か
、
性
的
な

嫌
が
ら
せ
も
無
数
に
受
け
て
い
ま
す
。

す
さ
ま
じ
い
被
害
が
日
常
的
に
繰
り
返

一般社団法人Colabo　ホームページ　https://colabo-official.net
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さ
れ
て
い
る
の
で
、
痛
み
を
感
じ
る
こ

と
も
で
き
な
い
く
ら
い
麻
痺
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
暇
空
茜
に
対

し
て
、Colabo 
に
関
連
す
る
15
個
の

裁
判
で
勝
訴
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
一

連
の
裁
判
で
は
、
暇
空
茜
に
よ
る
11
個

の
デ
マ
が
認
め
ら
れ
、
暇
空
茜
に
よ
る

情
報
開
示
請
求
や
監
査
請
求
等
が
、
女

性
差
別
に
基
づ
く
嫌
が
ら
せ
目
的
で
あ

る
こ
と
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
連
の
攻
撃
で
は
、
本
来
、
市
民
の

権
利
で
あ
る
は
ず
の
情
報
開
示
請
求
等

が
合
法
的
な
嫌
が
ら
せ
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
得
た
情
報
を
歪
曲

し
て
新
た
な
デ
マ
を
生
み
出
し
た
り
、

暇
空
茜
を
模
倣
し
て
情
報
開
示
請
求
を

行
い
、
虐
待
か
ら
逃
れ
て
保
護
し
た
少

女
た
ち
の
情
報
や
、
活
動
の
運
営
体
制

な
ど
を
探
ろ
う
と
す
る
者
も
多
く
、
一

部
の
自
治
体
が
保
護
し
た
少
女
に
関
す

る
詳
細
な
情
報
を
加
害
者
に
開
示
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ
れ
る
被
害
も
起
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
少
女
た
ち
の
命
に

か
か
わ
る
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
で
、
最
も
苦
し
い
状
況
に

追
い
や
ら
れ
る
の
は
、
暴
力
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
少
女
や
女
性
た
ち
で
す
。
少

女
た
ち
が
社
会
を
信
頼
し
、
支
援
団
体

が
妨
害
に
萎
縮
せ
ず
活
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
は
、
女
性
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
で

す
。

　

暇
空
茜
や
そ
れ
を
支
持
す
る
人
た
ち

に
よ
る
攻
撃
は
、
少
女
た
ち
が
暴
力
か

ら
逃
れ
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
を

得
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て
傷
を
い
や

し
、
他
者
や
自
分
自
身
へ
の
信
頼
を
取

り
戻
し
て
回
復
し
て
い
く
、
女
性
達
の

尊
厳
を
守
る
活
動
を
脅
か
す
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
攻
撃
が
お
金
に
な
り
、

デ
マ
を
拡
散
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
注
目
さ

れ
る
。
そ
の
状
況
が
裁
判
で
こ
れ
だ
け

の
勝
訴
を
重
ね
て
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
刑
事
事
件
で
起
訴
さ
れ
て

も
反
省
す
る
様
子
も
な
く
、
そ
れ
す
ら

金
儲
け
の
手
段
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、Colabo 

に
は
、
暇
空

茜
が
起
訴
さ
れ
て
か
ら
嫌
が
ら
せ
が
過

激
化
し
て
、
殺
害
を
ほ
の
め
か
す
メ
ー

ル
が
連
日
数
万
件
届
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
有
罪
判
決

が
下
さ
れ
て
も
罰
金
刑
や
執
行
猶
予
な

ど
の
判
決
で
は
、
暇
空
茜
に
よ
る
誹
謗

中
傷
攻
撃
は
今
後
も
止
ま
ら
な
い
こ
と

が
容
易
に
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

暇
空
茜
の
様
子
を
見
て
、
彼
を
模
倣
す

る
人
た
ち
も
、
こ
の
く
ら
い
や
っ
て
も

か
ま
わ
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
手
を

止
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
私
た
ち
は
根
も
葉
も

な
い
誹
謗
中
傷
に
よ
り
苦
し
め
ら
れ
、

正
直
に
い
う
と
、
い
つ
人
が
死
ん
で
も

お
か
し
く
な
い
よ
う
な
状
況
の
な
か

で
、
耐
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
被

害
が
拡
大
し
続
け
れ
ば
、
持
ち
こ
た
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

刑
事
訴
訟
に
お
い
て
暇
空
茜
に
対
し

て
、
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
望
ん
で
い
ま
す
。

◆
会
見
報
告

【
裁
判
勝
訴
と
加
害
者
起
訴
の
ご
報
告
】

　
「
暇
空
茜
」
こ
と
水
原
清
晃
氏
が
刑

事
事
件
で
起
訴
さ
れ
、
民
事
訴
訟
の
二

審
で
も
被
告
に
名
誉
棄
損
で
２
２
０
万

円
の
賠
償
命
令
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
動
画
、
起
訴
内
容
・
判
決

文
等
資
料
、
弁
護
団
声
明
は
こ
ち
ら
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://colabo-official.net/
saibanhoukoku250418/

◆
ご
支
援
の
お
願
い

https://colabo-official.net/sup-
port/

（
口
座
振
り
込
み
の
場
合
）

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

記
号　

一
〇
一
五
〇

番
号　

九
一
八
二
九
八
〇
一

名
義　

イ
ッ
パ
ン
シ
ャ
ダ
ン
ホ
ウ
ジ
ン

　
　
　

コ
ラ
ボ

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
他
行
な
ど
か
ら
）

店
名　

〇
一
八
（
ゼ
ロ
イ
チ
ハ
チ
）

店
番　

０
１
８

口
座　

普
通　

９
１
８
２
９
８
０　

名
義　

イ
ッ
パ
ン
シ
ャ
ダ
ン
ホ
ウ
ジ
ン

　
　
　

コ
ラ
ボ

・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

渋
谷
中
央
支
店

口
座　

普
通　

０
３
６
３
４
４
８

名
義　

イ
ッ
パ
ン
シ
ャ
ダ
ン
ホ
ウ
ジ
ン

　
　
　

コ
ラ
ボ

（
編
集
注
）
三
月
二
六
日
、
東
京
地
検
は

コ
ラ
ボ
を
ブ
ロ
グ
で
中
傷
し
た
と
し
て
、

名
誉
毀
損
罪
で
「
暇
空
茜
」
を
在
宅
起
訴

し
た
。
仁
藤
さ
ん
は
文
中
で
こ
の
刑
事
訴

訟
で
暇
空
茜
に
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
が
、
現
実
と
し
て
は
そ

の
可
能
性
は
薄
い
と
い
う
。
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CINEMA 　

映
画
の
お
す
す
め
を
書
か
な
く
ち
ゃ

と
、
あ
ち
こ
ち
さ
ま
よ
っ
て
最
後
に
目

を
留
め
た
の
が
こ
れ
。

 

　

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
は
超
生
真
面
目
な

人
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
か
、
ム
ッ
ソ

リ
ー
ニ
に
も
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
か

な
い
と
か
、
カ
ラ
フ
ル
で
独
特
な
モ
ン

テ
ッ
ソ
ー
リ
教
材
と
か
、
そ
う
い
え
ば

将
棋
棋
士
の
藤
井
聡
太
さ
ん
が
モ
ン

テ
ッ
ソ
ー
リ
・
メ
ソ
ッ
ド
で
育
っ
た
と

ど
こ
か
で
読
ん
だ
な
と
か
、
さ
ま
ざ
ま

切
れ
切
れ
に
浮
か
ぶ
も
の
の
、
な
か
な

か
映
画
に
気
持
ち
が
動
か
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
映
画
の
作
り
手
が
レ

ア
・
ト
ド
ロ
フ
と
い
う
女
性
で
、
制
度

と
し
て
の
結
婚
に
乗
ら
ず
産
ん
だ
娘
に

遺
伝
性
の
病
気
が
あ
り
、
彼
女
に
何
が

必
要
か
を
探
し
追
求
し
た
中
で
マ
リ

ア
・
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
を
知
り
映
画
を

マリア・モンテッソーリ　愛と創造のメソッド
監督・脚本：レア・トドロフ　2023年制作
フランス・イタリア　99分　
maria.onlyheart.co.jp　

120 年のときを超えて
２人の女性が出会い生まれた映画

「マリア・モンテッソーリ

〜愛と創造のメソッド〜」

La nouvelle femme

丹羽雅代

作
ろ
う
と
決
め
た
、
と
い
う
い
き
さ

つ
を
知
っ
て
映
画
館
に
足
が
む
か
っ

た
。
結
局
二
回
見
た
。
も
う
一
度
行
き

た
か
っ
た
け
れ
ど
、
あ
い
に
く
二
週

間
で
打
ち
止
め
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 　

一
八
七
〇
年
生
ま
れ
の
マ
リ
ア
が
当

時
は
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
た
結
婚
・

家
制
度
に
乗
ら
な
か
っ
た
の
は
、
恋
愛

と
か
結
婚
に
あ
ま
り
興
味
も
関
心
も
持

た
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
私
は
勝
手

に
思
っ
て
い
た
。
彼
女
は
イ
タ
リ
ア
初

の
女
性
医
師
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
神
経
内

科
医
で
教
育
学
・
心
理
学
者
の
オ
ヴ

イ
ッ
ド
・
ド
ク
ロ
リ
と
と
も
に
「
精
神

的
、
知
的
な
問
題
を
抱
え
る
障
害
児
」

教
育
に
世
界
に
先
駆
け
て
全
力
を
傾
け

国
際
的
に
著
名
に
な
っ
た
人
だ
が
、
画

面
か
ら
届
い
た
も
の
は
教
育
ヘ
の
彼
女

の
あ
ふ
れ
る
思
い
だ
け
で
は
な
い
。

　

ち
ょ
っ
と
風
変
わ
り
な
主
人
公
が
、

結
婚
な
ど
全
く
考
え
る
こ
と
な
く
性
関

係
を
持
ち
妊
娠
、
相
手
の
男
は
別
の
女

性
と
結
婚
。
ひ
っ
そ
り
と
産
ま
れ
た
息

子
は
母
か
ら
も
認
知
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
田
舎
に
暮
ら
す
乳
母
の
手
元
に
残

る
。
そ
ん
な
事
実
か
ら
始
ま
る
映
画
の

主
人
公
の
人
生
は
、な
か
な
か
厳
し
い
。

　

マ
リ
ア
の
や
り
方
は
徹
底
し
て
い

る
。
と
に
か
く
し
っ
か
り
見
る
。
す
べ

て
を
観
察
し
続
け
る
。
つ
き
進
ん
で
い

く
子
ど
も
た
ち
を
ひ
た
す
ら
見
続
け

る
。
か
く
し
て「
白
痴
」と
か「
障
害
児
」

と
名
付
け
ら
れ
た
り
す
る
存
在
が
、
自

ら
の
意
思
を
も
っ
て
動
き
、
行
動
す
る

こ
と
を
し
っ
か
り
見
つ
け
だ
す
。
子
ど

も
た
ち
は
一
斉
に
同
じ
行
動
を
と
る
の

で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
を
作

り
、
自
分
の
意
思
を
持
っ
て
考
え
、
全

身
で
動
き
続
け
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち

に
役
立
つ
環
境
が
あ
り
、
邪
魔
を
す
る

周
囲
が
な
け
れ
ば
自
ら
歩
み
を
進
め
育

ち
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
高
み
に
い

く
。

　

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
・
メ
ソ
ッ
ド
は

一
二
〇
年
も
前
に
生
ま
れ
、
今
は
五
大

陸
一
四
〇
か
国
三
万
校
で
実
践
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
映
画
の
面
白
さ
は

メ
ソ
ッ
ド
の
広
が
り
具
合
や
、
主
人
公

た
ち
の
努
力
、
そ
の
動
き
や
会
話
の
鋭

さ
な
ど
に
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
さ

ら
さ
ら
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

　

マ
リ
ア
と
そ
の
分
身
と
言
え
る
、
監

督
の
創
作
し
た
ク
ル
チ
ザ
ン
ヌ
（
高
級

娼
婦
）
リ
リ
・
ダ
レ
ン
ジ
の
行
動
や
会
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話
は
、
二
人
が
ど
ん
な
に
か
素
晴
ら
し

い
優
れ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
る
か
、

ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
生
み
出
さ
れ
る
苦
し

み
が
ど
ん
な
に
大
き
か
っ
た
こ
と
か

を
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
示
し
て
い
る
。

あ
く
ま
で
さ
ら
さ
ら
と
。

 　

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
・
メ
ソ
ッ
ド
が
ど

ん
な
も
の
か
、
日
本
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

教
育
総
合
研
究
所
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
み
た
。
そ
れ
ら
か
ら
得
た

情
報
の
ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
・
メ
ソ
ッ
ド
は
、

生
物
学
、
歴
史
学
か
ら
神
学
ま
で
、
幅

広
い
分
野
を
調
べ
る
。
平
和
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
世
界
と
生
命
に
つ
い
て
の

大
き
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
そ
れ
が

子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
に
点
火
し
す
べ

て
の
扉
を
開
く
も
の
だ
と
い
う
。「
宇

宙
と
地
球
の
は
じ
ま
り
」、「
地
球
に
生

命
が
生
ま
れ
た
」、「
地
球
に
人
間
が
生

ま
れ
た
」、「
文
字
は
ど
の
よ
う
に
始

ま
っ
た
か
」、「
数
は
ど
の
よ
う
に
始

ま
っ
た
か
」
の
五
大
テ
ー
マ
レ
ッ
ス
ン

を
駆
け
足
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
途
中
途
中
で
調
べ
も
の
の
時

間
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
で

き
る
限
り
、
学
年
の
最
初
の
方
で
こ

の
レ
ッ
ス
ン
を
共
有
す
る
こ
と
も
要

点
で
あ
る
。
レ
ッ
ス
ン
は
言
語
、
算

数
、
歴
史
、
科
学
、
芸
術
、
そ
の
他
を

含
む
。
児
童
主
導
で
教
室
外
の
資
料
探

し
を
す
る
こ
と
は
教
育
に
不
可
欠
で
あ

る
。
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
は「
宇
宙
教
育
」

（cosm
ic education

）
と
い
う
用
語

で
二
面
性
の
あ
る
考
え
を
集
約
し
た
。

提
示
す
る
レ
ッ
ス
ン
は
宇
宙
的
・
普
遍

的
な
範
囲
ま
で
広
が
る
こ
と
、
ま
た
壮

大
な
宇
宙
の
中
に
あ
る
相
互
依
存
の
仕

掛
け
の
中
で
人
間
に
は
果
た
す
べ
き
役

割
が
あ
り
、
教
育
と
は
そ
れ
を
こ
ど
も

た
ち
が
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
は
ず
で

あ
る
と
し
た
。
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
学
校

で
は
机
や
床
の
上
な
ど
好
き
な
作
業
場

所
を
決
め
、
自
ら
最
も
快
適
に
感
じ
る

場
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
学
習
体

験
の
中
で
必
要
と
す
る
も
の
は
、
す
べ

て
生
徒
が
簡
単
に
取
れ
る
よ
う
な
棚
に

置
い
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
習
が

促
進
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
人
に
助
け

を
求
め
る
必
要
が
あ
ま
り
な
く
な
る
た

め
、
自
立
性
も
促
進
さ
れ
る
。
ま
た
、

モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
室
は
複
数
学
齢
を

混
合
編
成
す
る
の
で
、
生
徒
た
ち
の
間

に
年
齢
の
幅
が
あ
り
、
年
下
の
生
徒
は

年
上
の
生
徒
を
見
習
い
、
年
上
の
生
徒

は
必
要
に
応
じ
て
年
下
の
生
徒
を
助
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
定
し
て
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
全
て
の
年
齢

層
の
子
供
た
ち
に
互
い
に
学
び
合
う
機

会
を
与
え
る
。
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
・
ア

プ
ロ
ー
チ
は
折
れ
な
い
心
を
持
つ
大
人

を
育
て
る
。
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
・
ア
プ

ロ
ー
チ
は
知
識
を
与
え
る
こ
と
が
主
目

的
で
は
な
く
、
生
命
へ
の
援
助
、
責
任

感
・
精
神
的
回
復
力
、
問
題
解
決
能
力

の
高
さ
を
生
み
出
す
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
教
育
を
受
け
た
人
に
は
ア
マ
ゾ
ン

や
グ
ー
グ
ル
の
創
業
者
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

や
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ア
ー
賞
受
賞
者
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
歌
手
、
映
画
俳
優
か
ら

王
子
様
と
世
界
中
に
名
前
を
知
ら
れ
て

い
る
人
々
が
、
ぎ
っ
し
り
並
ぶ
。

（
二
〇
二
五
年
四
月
二
四
日
）

『
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会
』
か
わ
ら
ば
ん

★
印
刷
版
を
ご
希
望
の
方
は
左
記
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
合
せ

欄
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
投
稿
大
歓
迎
！　

　
本
や
映
画
の
紹
介
、
地
域
で
の
活
動
報
告
、

選
挙
や
地
域
の
政
治
の
動
き
、情
報
、ご
意
見
、

な
ん
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

宛
先

Em
ail

：1pyodekaeru@
gm

ail.com

郵
便
：
〒162-0823　

東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸
１
の
１

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー　
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

No.  

45

FAX

：03-5684-1412
H

P: https://1pyo-de-kaeru.com

★
カ
ン
パ
の
お
願
い

私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

カ
ン
パ
を
！

郵
便
振
替
口
座
：

記
号
番
号　

00110-6-420003

口
座
名
称　
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会　

イ
ッ
ピ
ョ
ウ
デ
カ
エ
ル
オ
ン
ナ
タ
チ
ノ
カ
イ

銀
行
等
か
ら
振
り
込
む
場
合
：

店
名（
店
番
）　
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）

店　
（019

）

預
金
種
目　
当
座

口
座
番
号　

0420003

戦争
しな
い


